
東日本大震災の被災地で適用する森林整備保全事業標準歩掛につい

て 一部改正新旧対照表 正誤表（令和５年６月７日付け） 

第１編 共通工 

１－３ 機械土工（土砂） 表２．４．日当たり施工量 

新旧対照表 ｐ１～ 

補  正  後 

東日本大震災の被災地で適用する森林整備保全事業標準歩掛 

現   行 
森林整備保全事業標準歩掛の制定について（平成 11 年４月１日付け 11 林野計第 133号林野庁長官通知） 

誤

３ 施工歩掛 

(１) バックホウ掘削積込み（土砂）

日当たり施工量は、次表を標準とする。

表２．４．日当たり施工量 

（１日当たり） 

作業 

種別 

施工 

土量 

制限

の 

有無 

名称 規格 土質名 単位 

数量 

障害 

なし 

障害 

あり 

地山の

掘削 
（略） 

地山の

掘削積

込 

（略） 

ルーズ

な状態

の積込

林道工事に

おける

5,000㎥未

満 

- 

バックホウ

（クローラ

型）運転

後方超小旋回型・超低騒音型・排出ガス

対策型（2014 年規制）山積 0.45 ㎥（平積

0.35 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 81 63 

岩塊・玉石・軟岩

（Ｉ）Ａ 
㎥ 63 43 

10,000 ㎥ 

未満 

あり 

バックホウ 

（クローラ

型）運転

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 110 85 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 85 59 

なし 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 190 146 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 146 102 

10,000 ㎥ 

以上 
50,000 ㎥ 

未満 

あり 

バックホウ 

（クローラ

型）運転

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 129 99 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 99 68 

なし 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 223 171 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 171 120 

（注） （略） 

３ 施工歩掛 

(１) バックホウ掘削積込み（土砂）

日当たり施工量は、次表を標準とする。

表２．４．日当たり施工量 

（１日当たり） 

作業 

種別 

施工 

土量 

制限

の 

有無 

名称 規格 土質名 単位 

数量 

障害 

なし 

障害 

あり 

地山の

掘削 
（略） 

地山の

掘削積

込 

（略） 

ルーズ

な状態

の積込

林道工事に

おける

5,000㎥未

満 

- 

バックホウ

（クローラ

型）運転

後方超小旋回型・超低騒音型・排出ガス

対策型（2014 年規制）山積 0.45 ㎥（平積

0.35 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 90 70 

岩塊・玉石・軟岩

（Ｉ）Ａ 
㎥ 70 48 

10,000 ㎥ 

未満 

あり 

バックホウ 

（クローラ

型）運転

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 122 94 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 94 65 

なし 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 211 162 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 162 113 

10,000 ㎥ 

以上 
50,000 ㎥ 

未満 

あり 

バックホウ 

（クローラ

型）運転

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 143 110 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 110 76 

なし 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 248 190 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 190 133 

（注） （略） 

別紙 



 
補  正  後 

東日本大震災の被災地で適用する森林整備保全事業標準歩掛 

現   行 
森林整備保全事業標準歩掛の制定について（平成 11 年４月１日付け 11 林野計第 133号林野庁長官通知） 

正 

 

３ 施工歩掛 

(１) バックホウ掘削積込み（土砂） 

日当たり施工量は、次表を標準とする。 

 

表２．４．日当たり施工量 

（１日当たり） 

作業 

種別 

施工 

土量 

制限

の 

有無 

名称 規格 土質名 単位 

数量 

障害 

なし 

障害 

あり 

地山の

掘削 
（略）        

地山の

掘削積

込 

（略）        

ルーズ

な状態

の積込 

林道工事に

おける

5,000㎥未

満 

- 

バックホウ

（クローラ

型）運転 

後方超小旋回型・超低騒音型・排出ガス

対策型（2014 年規制）山積 0.45 ㎥（平積

0.35 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 81 63 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 63 43 

10,000 ㎥ 

未満 

あり 

バックホウ 

（クローラ

型）運転 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 110 85 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 85 59 

なし 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 190 146 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 146 102 

10,000 ㎥ 

以上 
50,000 ㎥ 

未満 

あり 

バックホウ 

（クローラ

型）運転 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 129 99 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 99 68 

なし 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 223 171 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 171 120 

（注） （略） 

 

 

 

 

３ 施工歩掛 

(１) バックホウ掘削積込み（土砂） 

日当たり施工量は、次表を標準とする。 

 

表２．４．日当たり施工量 

（１日当たり） 

作業 

種別 

施工 

土量 

制限

の 

有無 

名称 規格 土質名 単位 

数量 

障害 

なし 

障害 

あり 

地山の

掘削 
（略）        

地山の

掘削積

込 

（略）        

ルーズ

な状態

の積込 

林道工事に

おける

5,000㎥未

満 

- 

バックホウ

（クローラ

型）運転 

後方超小旋回型・超低騒音型・排出ガス

対策型（2014 年規制）山積 0.45 ㎥（平積

0.35 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 90 70 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 70 48 

10,000 ㎥ 

未満 

あり 

バックホウ 

（クローラ

型）運転 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 122 94 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 94 65 

なし 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 211 162 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 162 113 

10,000 ㎥ 

以上 
50,000 ㎥ 

未満 

あり 

バックホウ 

（クローラ

型）運転 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 143 110 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 110 76 

なし 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

砂・砂質土・粘性

土・礫質土 
㎥ 248 190 

標準型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）山積 0.8 ㎥（平積 0.6 ㎥） 

岩塊・玉石・破砕

岩 
㎥ 190 133 

（注） （略） 
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